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ロボコンマガジン ２０１９年１月号 「基礎からのメカトロニクスセミナー 第１回 量と単位と基本法則」 図１原図

作図：熊谷正朗

速度 v [m/s]

力 f [N(ニュートン)]←[kgm/s2]
運動の法則 f = ma

位置の時間変化

×
×

加速度 a [m/s2]×

速度の時間変化÷

位置 x [m]
位置の差＝長さ

面積 A [m2]×

縦長さ×横長さ ＝×

体積 V [m3]×

面積×高さ×

密度 ρ[kg/m3]
× 体積あたりの質量

÷

仕事 W [J(ジュール)]←[Nm]
力×移動距離 W = fx

×
×

トルク T [Nm]
半径×力 T = r f

×
×

角度 θ[rad]←[m/m]
円弧長÷半径 θ = l / r

×
÷

角速度 ω[rad/s]×

角度の時間変化÷

角加速度α[rad/s2]×

角速度の時間変化÷

仕事率・動力 P [W(ワット)]←[J/s]
時間あたりの仕事 P = W/ t = Fv = Tω

×
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慣性モーメント I [kgm2]
回転しにくさ、I = T /α

×
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圧力P,応力σ [Pa(パスカル)]←[N/m2]
面積あたりの力 P = f / A

×
÷

電力 P [W(ワット)]
ジュールの法則

時間あたり熱 P [W(ワット)]
ジュールらの実験

÷

ばね定数 k [N/m]×

フックの法則 f = k x÷

電圧 E [V(ボルト)]←[W/A]
電力 P = EI

×
÷

電気抵抗 R [Ω(オーム)]
オームの法則 E = RI

×
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静電容量 C [F(ファラド)]
コンデンサの性質 Q =CE×

÷

電荷 Q [C(クーロン)]←[As]
×

電流×時間(時間積分)

×

L [H(ヘンリー)]
コイルの性質 E =L（ I の時間変化）

×
÷

熱抵抗 Rth [K/W]
熱の伝えにくさ

×
÷

×
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力学に関わる単位 回転運動に関わる単位

電気に関わる単位

熱に関わる単位


